
消費税の経理処理 

基本は税抜処理で 

税抜処理と税込処理 

税抜処理とは、「仮払消費税」と「仮受消

費税」という科目を設定して、売上や費用

項目等に消費税を影響させない処理です。 

 税込処理とは、消費税込みの金額で売上

や費用項目等を処理する方法です。 

 企業の選択でどちらの方法で処理しても

よいこととされております。 

利益はどうなるの？ 

 税抜処理と税込処理のどちらで処理して

も資産の購入が無ければ利益は変わりませ

んが、資産を購入した場合には、税込処理

の方が先行して利益は多く計上されます。 

例えば消費税８％で 50 万円の商品を 100

万円で販売した場合を考えてみましょう。 

税抜処理 

売上 100 万円－仕入れ 50 万円＝利益 50

万円です。消費税は仮払消費税４万円、仮

受消費税８万円となり、差額４万円が負債

の未払消費税となりますので、損益に影響

ありません。 

税込処理 

売上108万円－仕入れ54万円－消費税４

万円＝50 万円です。税込処理ですから、納

める消費税４万円は費用となりますので利

益は 50 万円で税抜処理と変わりません。 

しかし 50 万円の商品を２つ仕入れて１つ

売れた場合は以下となります。 

税抜処理 

売上 100 万円－(仕入れ 100 万円－在庫

50 万円)＝利益 50 万円で変わりません。消

費税は仮払消費税８万円、仮受消費税８万

円で納める消費税は０となります。 

税込処理 

売上 108 万円－(仕入れ 108 万円－在庫

54万円)－消費税０＝利益 54万円となりま

す。収める消費税は０ですので利益は 54 万

円ということになります。 

このように在庫の購入も資産ですから資

産を購入した場合には税込処理の方が利益

は大きくなります（償却資産等いずれ費用

化できる資産なら長期的には同じです）。 

税務上の判断 

 税務上の判断は、税込処理の場合は税込

金額で判断します。ですから 10 万円以上の

資産か否かの判断や、交際費の限度額計算

も税込となりますので、税務上は不利とな

る場合が多くなります。 

消費税で損益が左右されないためにも税

抜処理が基本です。 
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